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にいがたキャンプ市場活性化プロジェクト 

キャンプ場管理者等の情報交換会（第３回） 
参加者アンケート（結果）          新潟県長岡地域振興局 

開催日： 2024（令和６）年 12 月 10 日（火）13:00～15:00 

会 場： アウトドアライフストア ＷＥＳＴ長岡店 

対 象： 県内のキャンプ場管理者（官民問わず）、アウトドア関連企業、行政機関等 

参加者： ８１名（自治体 20、指定管理者 19、民間管理者４、企業等 19 名、WEST･協会 4 名、県･振興局 15） 

回答者： ４８名（アンケート回収率：59％） 

 アンケート結果                           

Ｑ．参加者の属性 

自治体 20 25%
指定管理者 19 23%
民間管理者 4 5%
企業等 19 23%
WEST･協会 4 5%
県･振興局 15 19%

計 81  

 

参加キャンプ場等の名称 
山北地域内の海水浴場統括（碁石､寒川､今川､板貝､笹川､桑川）、桑川海水浴場、寒川海水浴場、天蓋
Camp Site、滝谷森林公園、青少年宿泊施設「あかたにの家」、五頭山麓いこいの森、太陽のキャンプ
場 、チャレンジランド杉川、八木ヶ鼻オートキャンプ場、スノーピークヘッドクォーターズ、東山フ
ァミリーランドキャンプ場・運動広場、道院自然ふれあいの森、和島オートキャンプ場、うまみち森
林公園、長岡市大杉公園、長岡市おぐに森林公園、おぢゃ～る 市民の家・小千谷信濃川水力発電館、
大平森林公園、かしわざきセントラルビーチ、ゆうぎオートキャンプ場、柏崎・夢の森公園、新潟県
立こども自然王国ガルルの丘キャンプ場、五十沢キャンプ場、わらびのオートキャンプ場、大崎ダム
公園キャンプ場、越後ハーブ香園入広瀬、浅草山荘、越後妻有大厳寺高原キャンプ場、越後妻有松之
山温泉スノーパーク、清田山キャンプ場、重地大池自然観察広場、七ツ釜公園、星峠宿 TREE CAMP、
南葉高原キャンプ場、大潟キャンプ場 

参加企業等 
㈱新越ワークス ユニフレーム事業部、㈱オーレックホールディングス、㈱オーレックＲ＆Ｄ、㈱オー
レック 長野営業所、㈱R.project、㈱浅野、㈱ジョイフルタウン、㈱NTT Landscape、（一社）森の
演出家協会・NPO 法人ＫＩＳＳ、笹川流れカヤックセンター、㈲モノクローム新潟、（公財）新潟県
都市緑化センター、長岡大学、新潟県地域おこし協力隊（愛称：ﾆｲｶﾞﾀｺﾗﾎﾞﾚｰﾀｰｽﾞ）、ＷＥＳＴ本部、
（一社）新潟県アウトドア協会 

自治体 
村上市、新発田市、五泉市、三条市、長岡市、小千谷市、見附市、柏崎市、南魚沼市、上越市 

県関係者 
県庁 観光文化スポーツ部 観光企画課、県庁 産業労働部 産業政策課、村上地域振興局、新発田地域
振興局、新潟地域振興局、上越地域振興局、糸魚川地域振興局、長岡地域振興局 
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Ｑ．満足度 

回答者の８割超が「満足」 

とても満足 17 35%
満足 23 48%
普通 6 13%
やや不満 1 2%
不満 1 2%

※割合は回答者48名を母数としています。

83.3%

 

 

Ｑ．情報交換会を今後も開催してほしいか？ 

回答者の 9 割超が「開催してほしい」 

開催してほしい 45 94%
どちらでもない 3 6%
開催する必要はない 0
不満 0

※割合は回答者48名を母数としています。  

Ｑ．他のキャンプ場管理者と一緒に取り組みたい内容を教えてください。（複数回答可） 

メーカーとのコラボ、キャンプ場見学会、アクティビティ体験会が上位 

アウトドアメーカーとのコラボ 21 13.5%
キャンプ場見学会 20 12.8%

アクティビティ体験会 19 12.2%

スタッフ研修会 15 9.6%

地域おこし協力隊の活用 15 9.6%

地域ごとのアクティビティ開発 15 9.6%

合同広告、キャンペーン 12 7.7%

県全域のポータルサイト制作 9 5.8%

地域ごとのアウトドアに関するフリーぺーパー 8 5.1%

鳥獣被害対策等の指導会 8 5.1%

レンタル品等の共同購入 4 2.6%

スタッフ募集 3 1.9%

その他 7 4.5%

・ジビエ、管理者による自分のキャンプ場ＰＲタイム、新製品自慢大会

・学術界（数学や情報担当）としては，データ分析のお手伝い等は協力できるのではと思っています

・鳥獣害虫などの最新資料（今と昔では行動範囲が違うと言われるが､各地域でみるとどうなのか。最新の調｡報告などあれば）

・今回、かなり具体的なデータを提供していただいたのだから、そこ（から新潟としてアウトドアにどうブランディングしてい

くのか、戦略的な指針の話があっても良かったのではないかと思います。それに関するディベートも、各々の独自性への気づき

に繋がるのではないかと思う。

・敷地管理機実演会

・アウトドアメーカーとの異業種メーカー交流会  
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Ｑ．興味のある相手先はありましたか 

 大厳寺高原キャンプ場さん、スノーピークさん 
 スノーピークさんのキャンプ場は視察してみたいと感じました。 
 電動乗用草刈機のモニター先としてスノーピーク様 
 紫雲寺記念公園 WEST 
 近年の先進事例の紫雲寺へ視察してみたい 
 妙高や糸魚川のキャンプ場 
 長岡市観光協会、小国、紫雲寺キャンプ場等 
 新潟県内の全キャンプ場・アウトドア施設 
 他のキャンプ場をそれほど知らないので、色々な場所を見て回らせていただきたいなと思います。 
 新潟県アウトドア協会様 
 NTT Landscape 
 地域振興局様自体の取組をもっと知りたいです。 
 すべてのキャンプ場とキャンプ場を起点にした周辺観光コンテンツを発信したい自治体のみなさま 
 カーボンニュートラルや SDGs の観点で弊社電動草刈り機に興味のある方の申し出がありましたら、ぜ

ひお申しつけ下さい。 
 ほっかいどうの「ひっこりーういんど」のあんどうさん 
 ただ今、考え中です！ 

Ｑ．最も印象に残った内容をお聞かせください。 

 アウトドア協会の取組紹介 
県の取組紹介(ここまでの求心力を伴うイベントを作ったキッカケやプロセスを学びたい) 

 ユニフレーム社の焚火台の台。 
実験で芝は焦げなかったと仰っていましたが、どのような実験だったのか知りたい。 
焦げの問題で、焚き火シートの性能などを検索していた際、他社の実証実験動画が非常に参考になりま
した。https://www.youtube.com/watch?v=6dLLAhtfWvk 
ここまでの検証をやって欲しいわけではないのですが、火床の低い焚き火台・高さのある焚き火台を使
った際に、地面の温度はそれぞれ何度になるのか・・・・・など、知りたかったです。 
芝生の焦げは、切実な問題なので。 

 行政同士の情報交換会で、悩みを共有できたことが良かったです。 
施設によって、環境、料金、管理体制などが異なっていて、新鮮でした。 
繋がりづくりの場として、継続していただきたいです。 
なっぷの方から、利用者の傾向を聴けたことも有意義でした。 
ソロやデュオの割合が増加しているというお話を聞き、平日の稼働率を上げるには、ソロやデュオへの
アプローチが鍵だと再認識しました。 

 なっぷさんからの、新潟県内におけるキャンプ場の利用状況については、とても興味深かったです。 
ご家族だけでなく、シングルやデュオでの利用等、幅広くご利用いただけるような運営を心掛けたいと
思いました。 
また、雪の中でのキャンプなども、設備や道具の充実化を図る事で、実現できるのかなと可能性を感じ
ました。 

 なっぷのデータからの分析結果は本当にありがたい内容だった。感覚に頼った推測に根拠を得られ、現
状のターゲティングの難しさをしっかり認識できた。また、新潟の県外客のほとんどが関東圏に依存し
ており、新潟の持ち味とあわせてどこにアプローチするべきかを考えるうえで、貴重な実データだった。
このプレゼンには本当に感謝しています。 

 (株)R.project 様の情報提供が印象に残りました。 
県内キャンプ場における最近の利用時期・ニーズの変化（夏→秋冬）が印象に残っており、弊キャンプ
場でもキャンプ施設閉鎖時期の変更を検討したい。 

 キャンプ場予約サイト「なっぷ」運営での県内キャンプ場利用者層データが興味深かったです。 
 ナップさんのデータは興味深かったが，県外の方のため分析がやや雑な感じ（北と南で分析など）もあ

った． 
ただし，それを除いてもある程度のデータ数が得られているため，今後の展開に活用できそうだと思っ
たが，ナップさんもそれらのデータを基に，ビジネス（マネタイズ）を仕掛けていくのだろうと思うの
で，ナップさんを利用している施設からその施設のデータを分析する程度になるとは思うが…． 
それらを分析した上で，一部マスクをして共有しても面白いかもしれない． 
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 ナップの方の分析の話。 
関係業種のゲストも面白いなと思いました。 

 なっぷさんの提示いただいたデータが興味深かったが、参加者後方はモニターが見えなくて残念だった
のではないかと思う。 

 ・なっぷ様の説明がデータに基づく客観的なものであったため、納得感があった。資料について可能で
あれば、配布してもらえるとありがたい。 
・グループでの意見交換では、サイト料金について新潟県は条例で上限が決まっているため上げたくて
も上げられないという声が多かった。（毎年議題として出るらしい）情報交換会のスキームを使って何か
できないかとのことだった 

 ・キャンプユーザーの傾向や変化（ソロ・デュオの需要あり） 
・キャンプに関して夏場の一極集中から冬でも楽しめるグランピングが増えているので通年レジャーの
チャンス 

 株式会社 R.project なつぷスタッフによる予約システム分析による利用状況の説明。特に季節利用と冬
季利用増について実績に対する説明。 

 「なっぷ」さんのキャンプ場利用者の動向分析 
 なっぷさんによる来訪者調査（データほしいです） 
 Rproject さんのデータ。 
 観光動向に係るプレゼン 
 草刈機にの話となっぷのデータ 
 オーレックさんや、なっぷさんなど、キャンプ場の管理者さんたちの現実的な課題に寄り添った講演だ

ったと思います。 
 なっぷ運営 
 ・雪上キャップの実行内容等 

・草刈り機械の詳細 
 ・草刈りは、年何回もしなければならず、省力化のヒントになりました。 

・ただし、機械がまだまだ高いのがネックですね。 
 今回、弊社が草刈り機メーカーとして初めて参加させていただきましたが、私たちが参加したグループ

(計 5 グループ)ではほとんどが夏場の草刈の話で盛り上がったと聞いており、草刈作業でいかに困って
いるかを改めて知ることができました。 
これまで弊社は、農業分野でのニーズが多く入ってくる一方で、こういった別分野の情報は非常に少な
く、まだこんなにも草刈に困っている方がいるのだと驚きました。 
別分野同士が繋がることが、これほど新たな視野が広がるアクションになるのだと知ることができ、と
ても刺激になりました。 

 意見交換の時間で、市町村のキャンプ場指定管理担当者が、利用客の減少や予約管理の方法、条例によ
る制限のある価格設定など共通の課題を抱えており、その場で互いのキャンプ場の利用料を聞き取って
いて、こうした場があることで情報が得られるんだなと感じました。 

 どの自治体もキャンプ運営等に何かしらの悩みを抱えていることが、このような集まりで一同に会する
ことでわかることがありました。その共通の悩みの解決に向けて、もう一押し、何かあれば良いと感じ
ております。 

 他の自治体も似たような悩みを持っており、話す機会があってとてもよかった 
 今回、条件の近い指定管理をされている所とお話ができ良かったです。 

「利用料金が議会を通さないと改定が出来ないがそれが難しいこと、担当者が次々変わるたびにまた 1
からを繰り返すこと」そういった私たちではどうしようもない課題が指定管理者キャンプ場の共通であ
ることを再認識しました。 

 ほかの自治体の方々が、キャンプ場については指定管理者に「丸投げ」している状況だということです。 
意欲がないわけではなく、むしろ指定管理者に遠慮しているような印象でした。 

 どこも共通する問題を抱えており、できる範囲の創意工夫を重ねているのだなという印象。 
害獣対策、木々の管理（折れ枝対策等）、人材不足、宿直対応の負担等。 
上記の問題は年を経るごとに課題が顕在化し、大きな問題になり得るものなので、どこかのタイミング
で抜本的な対応を取らなければならないが、どうしたら良いのか、、、、 
指定管理の場合、業務仕様との兼ね合いもあるため、そのあたりから共通課題として捉えて、IT 技術活
用等での対策を検討できたら良いなと思いました。 
例えば、宿直対応が一人でも利用者がいれば配置という業務仕様が度々あり、宿直費用だけで赤字にな
ってしまうことがあるという課題など。危機管理としての宿直人員配置なのであれば、監視カメラ等の
配備などで対応できないか、など。 
そのあたりを施設所管行政と旅館業を所管する保健所と一緒に検討できたりすると良いなと思いました。 

 意見交換タイムのグループは自治体の方が多く、施設利用料を改訂するための条例改正やキャンプ場の
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効率的な PR の方法など、同様の悩みを抱えていることがわかった。また、LINE グループに入れてもら
えたので、活用したい。 

 指定管理施設での使用料金の改定には条例改正で議決が必要であり、行政担当としては議会対応等によ
り他の市も苦慮していることがわかりました。 

 情報交換会に参加させていただきありがとうございました。現場の皆様から貴重な意見などを伺えまし
た。是非、今後とも宜しくお願いいたします。 

 全３回参加させていただき、方向性や皆さんの課題感が、まとまってきたのではと思います。初回は、
ノウハウなどでしたが、今回の３回目は仕組みや条例・どう指定管理と行政が向かい合い協働するかの
話が多く、濃かったです。 

 他のキャンプ場の課題と現状を知れたこと。 
他のキャンプ場管理者と繋がりができたことがありがたい。 

 キャンプに全く関心のない人に来てもらうにはどんな方法があるか？ 
というお話があったが、なかなか良い提案ができず、他の施設の回答を聞いてみたいと思った。 

 冬期キャンプについて 
冬ならではのキャンプの（最初の大変さ、工夫も含めて）情報交換できたこと。 
他の施設の取り組みから前向きに検討したいと思います！ 

 NTT グループのキャンプ市場への参入。 
 同業者が集まる規模感と機運醸成がすごいと思った。 

他の地域に参加することがあるが県に対して要望を伝えるだけの会になりがちで自分達が変えていこう
という今回の雰囲気は素晴らしかった。 

Ｑ．ご意見・ご感想、取組アイデア 

 この度は第 3 回情報交換会の開催ありがとうございました。内容も１回目、２回目に増して更に充実。
本当に参加させて頂き勉強に成りました。 
第 4 回目の開催も勿論開催して頂きたいと考えますが今回感じた事があります。 
今回の情報交換会規模の運営ですとかなりの事前準備が事務局、そして会場提供ショップ等に掛かりま
す。 
一部の雑務等で可能な部分が有りましたら参加各施設に事前募集の形で投げかけていただき事務局川の
お手伝いをする事で更に各ショップの意識向上とスキルアップ、親交が増加するのでは？と考えます。 
又、少な限りでも、多少の情報交換会参加費は徴収して頂きたいと考えます。会の運営、情報交換会が
毎回スキルアップし末長く継続して行く為にも必要と考えます。 
この度の開催、参加させて頂きありがとうございました。感謝 

 情報交換会に参加したキャンプ場同士が、気軽に連絡を取り合える雰囲気にしていただきありがたいと
思いました。 

 業務の繁忙期等で確実に参加できるかわかりませんが、今後もできる限り参加できるよう都合をつけた
いと思っております。 
将来的な構想になってしまいますが、新潟県内の各市町村単位ではなく「新潟県」という括りで各キャ
ンプ場の予約管理が行えるようなシステムの導入が行えれば、県外のキャンパーへの知名度向上やユー
ザーにとっての利便性の向上につながると考えられます。単独の自治体や指定管理でやれることはとて
も限られております。 
予算面で国の事業に乗っかれれば良いのですが、現実はなかなか難しいと思われますが、県での検討を
願っております。 

 指定管理者と会話ができてよかった。さまざまな課題を聞くことができた。 
 ・今年の傾向がここ独自でなく全体的な傾向と知ることが出来きました。全体的な傾向を教えて頂ける

ことがありがたいです。 
 ・キャンプ場は、管理者だけでなく取り巻く方たちがたくさんいることが分かり、連携したいが、今回

初参加の為何をどうしたらよいのかの足掛かりになりました。 
・まだまだ、勉強していかなければならないなぁ～と感じました。 

 このような会の定期開催を引き続き希望します 
 初めて参加をさせて頂きましたが、グループディスカッションはとても有意義な時間になったと感じま

した。今度はぜひまた違った分野の方と、お話できたら良いと思います。 
 商圏としてバッティングしないエリアのキャンプ場管理者の成功事例などを聞く機会があると良い。 

当該グループ以外の皆さんとの交流時間・機会が少ないため、そこの工夫が必要。 
新潟県全体としてキャンプを売りにしていく場合は、新潟のキャンプはほかのエリアと違って何がどう
違うのかをつくりあげる必要があるので、そのコンテンツの掘り下げや共通認識・サービス、ストーリ
ーなどの全体ブランディングも必須。 
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 せっかく行政と民間がキャンプをフックに集まっているので、目的を集客に絞り観光軸でいくか、運営
の課題解決にするのか、キャンプ場の設備含めた魅力向上にするか、を決めてそれぞれの施策を考えら
れたらもっとよくなると思いました。 

 今回、班員の大半が自治体のかたでした。民間のかたや指定管理者のかたが含まれているとより充実し
た意見交換タイムになると思いました。 
開催にあたり、運営にかかわられた皆さまには感謝申し上げます。 

 交流会の時間がもっと取れるとより良いかと思いました。初期グループのシャッフルも含め。 
時間が２時間と短かったのでこの時期であればもう少し長いとプレゼン含め余裕がでるかなと思いまし
た。 

 グループごとの意見交換にもう少し時間がさけるとよい。 
 自治体は自治体だけ、という今回のグループ割も良かったですが、もっと異業種の方とも話してみたい

と思いました。 
 ・キャンプ場関係者との情報交換会の時間が 1 時間だと短い。90 分ほどあるとキャンプ場の悩みや今

後の取り組み方など意見交換ができると思いました。15 分～20 分間隔で区切っていくつかテーマがあ
ると各キャンプ場さんとの情報交換がしやすいと感じました。 
・今後はキャンプ場紹介ＰＲのみならず、各キャンプ場やアウトドア施設に行ってアウトドア体験を楽
しめる趣旨でイベント企画や体験会など、事業者さまと連携をしながらアウトドア人口を増やしていき
ます。 

 意見交換の際に途中から入ってきたスタッフが、自分の空気にしようとしてか不宵な発言が幾度かあり
貴重な施設間の情報共有の時間の一部を無駄にした。 
以前も協会側のスタッフの無知に、そのスタッフに対して説明をする時間が多くあった為、協会スタッ
フの教育を強化してもらいたい。 

 これまで行政と管理者に分けて意見交換を行ってましたが、行政の方々との意見交換の場もあると良い
のかもと思いました。また、年 1 回で開催されておりますが、もっと頻度高くても良いなと思います。 
大変ご面倒をおかけするところなのですが、場を設けるのは第三者的な立ち位置にある振興局さんが、
一番フラットな立ち位置でできて、両者（管理者・行政）顔合わせ易くて良いのかなと思いました。 
行政への要望の会にはならないように、注意が必要だとも思いますが、、、 

 情報交換会のグループ分けについては、地域ごとに編成することを 1 つの案として提案いたします（似
た環境での議論ができるため）。 

 自治体の指定管理のキャンプ場では、持続的な経営に向けて適正な料金への見直しやそのための条例改
正、施設修繕、繁閑の差や予約管理がアナログであることなど共通の課題が多いので、それらを解消す
るような他県の好事例の紹介や事業者の紹介の場があると良いと思いました。 

 アウトドア協会で、県内施設の利用料金を取りまとめていただき提供いただけると助かります。 
情報交換会とは関係ないですが、会場の後方が寒かったので何かしらの対応をお願いします。 

 会場を広くしていただきたいのと、営業はほどほどに意見交換の時間を長く取っていただきたいです。
また、自治体との包括協定についてもお話を伺いたいです 

 会場が狭く、モニターまで距離があって説明を認識しづらい 
全体的な時間が短く、倍くらいの時間が欲しい 
移動時間が会場滞在時間を上回るため、次回の参加を検討しにくい 
初めの紹介部分はウェブで後日配信可能にして欲しい 
より詳しい内容や質問の時間が欲しい 
店内見学の時間を設けて欲しい 
終了後に懇親会を開催して欲しい 
有料でも長時間のプログラムも検討して欲しい 

 ・後ろ側の席だと画面が小さくて見えなかった 
・意見交換は民間と自治体でそれぞれグループを作っていたが、民間と自治体の混合グループでもよい
のではないか。また完全フリーにするのではなく、いくつかテーマを決めて話合ってもらうこともよい
のではないか。 

 ＮOA や運営側だけしゃべるのではなく、管理者による自分のキャンプ場ＰＲタイムを設けてほしい（１
キャンプ場５分とか） 

 電子決済やオンライン決済については、今後ますます需要が高まると感じています。 
また、予約についても電子化が進んでいると感じました。 
予約から決済まで、一連の業務を電子化されている事例や導入をする際の注意点など、お伺いしたい思
いました。 

 キャンプ場でのタイニーハウスの活用の勉強会など 
 夏の暑さが厳しく、２０２４年はキャンプ場利用者が減少 

 今キャンプ場を閉鎖している冬の期間にも、イベント開催など活用ができると良さそう。 
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 スタッフ不足の問題もあるので、エリアのキャンプ場が共同・会場持ち回りで企画できたらと思う。 
 アウトドア協会に加盟してないところがほとんどなので、加盟してもらえる活動取り組みたいです。 
 新潟のキャンプ場は指定管理制度を導入している施設がとても多いため、自治体向けの国県補助メニュ

ーがあるといいと思います。（施設 PR、老朽化施設の修繕等） 
 ◆できれば NOA として、各メーカー自慢の商品展示会（実演・実験など）や県内キャンプ場の紹介を各

地（市町村ごと？）で開催してもらいたい。NOA の認知度向上に加え、県・市町村・メーカー・フィー
ルド・ガイド etc が一丸となって「新潟県のアウトドア」を盛り上げていることを知ってもらえる機会
になのではないか。一般の人だけでなく、まだ包括提携していない自治体があれば活動の宣伝になる？
今年作り始めたマナー向上ポスターの周知も、各キャンプ場で展示するだけでなく、そういう場で広め
ていくと良いのではないかと思いました。◆これまでの情報交換会や分科会で「自分の施設のキャッチ
フレーズ、ありますか？」と、紫竹理事のお言葉がありましたが、スタッフと考えても自分たちでは「こ
れだ！」というのが出てきませんでした。目の前の業務に追われ、広告的な専門知識や手法、考え方も
わからない人間にキャッチフレーズを考えろと言われても難しいし、プロに考えてもらうお金もない。
そんな場合はどうしたら良いでしょうか？◆この情報交換会は、各施設さんと話し合える時間が短いの
で、ぜひ分科会で皆さんとじっくり話し合ってみたいと思います。 

 今後、ブームによるにわかが減り、キャンプを趣味として定めた客がメインターゲットと考えいる。気
候や関東圏からの距離から、長野や北陸あたりが競合となるのか、中級から上級者に対しどう売り込む
べきか、そしてキャンプそのものの競合は何かなど、行政と連携する上で県としての戦略やブランディ
ング、マーケティング、どのような戦術をとっていくのか、意見を交換できるとありがたいと思います。 
もはや、売れ筋を揃えれば勝てる時代ではないし、一時しのぎにしかならない。キャンプと言えば新潟
と言わせるには、明確なブランディングが必要と思います。 

 自動草刈り機のお話はとても参考になった。 
 キャンプ場予約サイト「なっぷ」の方が説明の際に使われていたパワポ？を、提供していただける範囲

で良いので提供いただきたい。母数が多く、信用できる良いものだと思うが、画面が遠くて良く見えな
かった。 

 Rproject さんの今回、ご紹介いただいたデータが欲しいです。 
 新潟県エリアの各キャンプ場が抱く課題感、および課題解決の優先度に興味があります。 
 今回参加して、県内の施設を知るためにスタッフ研修を兼ねて行きたいと思います。 

 

総括 

 キャンプ場関係者同士の意見交換の場は貴重。継続開催を希望。 

 キャンプ場予約サイトの利用者データ分析に高い関心と納得感。 

 参加者同士の意見交換を重要視｡より長く､幅広い相手と話したい意向｡ 

 ３回目となり、貴重な時間を活かす運営を期待する意見が多くなった。 

情報交換会も３回目となり、 

参加者の期待が高まるとともに、改善意見が増えてきました。感謝です。 

今後の展開に向けて、皆様の意見を活かしていきます！ 


